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　高校から情報学を学んでいたので、早い段階

からＩＴ分野に照準を定めていました。中で

も、社会や人々の生活に関係する金融に関する

仕事で、自分の強みを生かしたいと思っていま

した。

　３年次に早期選考を何社か経験しましたが、

内定がなかなかいただけず、不安と焦りを感じ

る時期がありました。そんな時は、自分に何が足りないのかを見直し、反省と

改善を重ねてきました。特にエントリーシートに関しては、キャリア形成支援

課で何度も添削をお願いし、厳しいながらも的確で温かい指導を受けること

で、自信をつけてきました。

　また、ネット上の意見に惑わされそうになることもありましたが、友人との

情報共有や励まし合いが精神的な支えとなりました。

　これらの経験を通じて、私の就活は「粘り

強さ」と「周囲からの支え」が内定獲得につ

ながったと実感しています。

　就職活動では多くの課題をこなさなければ

なりませんが、得意・不得意を把握し、優先

順位をつけることで効率よく進めることがで

きると思います。

　最後にどんな社会人になるか、私自身まだ

漠然としていますが、社会をＩＴで豊かにし

ていく最前線に立ちたいと考えています。

反省と改善を積み重ね、反省と改善を積み重ね、
優先順位を決めて取り組む優先順位を決めて取り組む

山崎 巧人 さん
ネットワーク情報学部
総合情報サービス企業内定

　2023年３月から翌年１月まで、長期交換留学

プログラムで中国・上海大学に留学しました。

留学中でもできることはやろうと決め、就職関

連の情報を集め、オンラインでインターンシッ

プに参加しました。

　夏期インターン後の早期選考では何も答えら

れなくて撃沈。自分の甘さを痛感しました。そ

んな時に大学の国際交流事務課を通じてキャリア形成支援課の担当者を紹介し

てもらいました。相談に乗ってもらったり、何度も模擬面接を受けたりするこ

とで、自分の考えをまとめることができました。

　帰国後、本格的に就活に取り組むと同時に、４月からは国際交流会館のスタ

ッフとして住み込みで留学生サポートにあたっています。こうしたさまざまな

経験によって、やりたいことにチャレンジしようとする姿勢を養うことがで

き、満足いく結果を残すことができ

ました。

　卒業が１年延びたことによる就活

でのデメリットは感じていません。

むしろ留学の経験などを説明し、ア

ピールできたことで、より多くの企

業の方々に興味を持ってもらえまし

た。これから就活する皆さんも、や

りたいことや学びたいことをあきら

めないでほしいと思います。

留学中も情報収集。留学中も情報収集。
やりたいことをあきらめないでやりたいことをあきらめないで

菊池 来美 さん
国際コミュニケーション学部
損害保険会社内定

　来年春に卒業する学生の就職活動が３月１日から本格的にスタートする。内定

を得た４年次生に、どのような思いで行動したか、キャリア形成支援課の活用方

法、就活生へのメッセージなどを聞いた。
就職活動体験記就職活動体験記

就
職
だ
よ
り

　
就
職
活
動
本
番
に
向
け
て

の
準
備
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
悩
み
や
課
題
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
課
の
個
別
相
談
を
活
用

し
て
、
悩
み
や
課
題
を
ク
リ

ア
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
こ

れ
か
ら
会
社
説
明
会
や
選
考

活
動
が
活
発
化
し
ま
す
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
は
も
ち
ろ

ん
、
体
調
管
理
に
も
十
分
注

意
し
て
就
職
活
動
を
進
め
て

く
だ
さ
い
。

　
２
月
17
日
（
月
）、
20
日

（
木
）、
21
日
（
金
）
に
自
治

体
や
官
公
庁
等
の
35
機
関
が

集
結
す
る
「
公
務
員
・
独
立

行
政
法
人
等
業
務
説
明
会
」

（
学
年
不
問
）
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
し
ま
す
。
各
機
関

の
採
用
担
当
者
が
業
務
内
容

や
機
関
の
魅
力
、
仕
事
の
や

り
が
い
な
ど
の
情
報
を
お
話

し
ま
す
。
公
務
員
や
独
立
行

政
法
人
の
業
務
理
解
を
効
果

的
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
積
極
的
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

　
経
済
学
部
の
専
門
科
目

「
学
外
特
別
研
修
」
の
発
表

会
が
12
月
７
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
同
科

目
は
、
外
部
講
師
を
招
い
て

の
座
学
の
後
、
夏
期
休
暇
中

に
企
業
や
行
政
機
関
、
非
営

利
組
織
で
就
業
体
験
を
行

う
。「
社
会
人
と
し
て
の
実

習
体
験
」を
通
じ
て
、社
会
を

見
る
目
や
能
動
的
・
積
極
的

に
取
り
組
む
姿
勢
な
ど
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
る
。
２
、
３
年
次
生
10

人
の
受
講
生
が
参
加
し
、
研

修
先
で
の
経
験
や
成
果
を
報

告
し
た
。

　
発
表
会
で
は
、
教
員
や
研

修
先
担
当
者
を
前
に
堂
々
と

報
告
を
行
い
、
各
受
講
生
の

研
修
の
充
実
ぶ
り
と
成
長
を

感
じ
さ
せ
る
内
容
と
な
っ

た
。

　
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
が
主
催
す
る
「
問
題
解

決
型
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
成
果
発
表
会
が
12
月

７
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。

　
社
会
や
企
業
・
団
体
な
ど

が
抱
え
る
問
題
に
学
生
が
チ

ー
ム
で
取
り
組
む
、
本
学
独

自
の
長
期
就
業
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
原
因
の
分
析
か
ら
解

決
策
の
立
案
・
実
行
ま
で
を

一
気
通
貫
で
行
う
点
が
大
き

な
特
長
だ
。
今
年
度
は
、
20

の
テ
ー
マ
に
１
〜
４
年
次
生

約
１
２
０
人
が
参
加
。
学
部

や
学
年
の
垣
根
を
超
え
て
協

力
し
な
が
ら
、
事
業
企
画
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
挑

戦
し
た
。

　「
東
京
リ
ス
マ
チ
ッ
ク
」

チ
ー
ム
は
、
印
刷
事
業
な
ど

を
手
が
け
る
同
社
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
認
知

度
向
上
を
目
指
し
て
、
グ
ッ

ズ
制
作
と
イ
ベ
ン
ト
開
催
を

手
が
け
た
。
３
人
で
の
活
動

を
振
り
返
り
、「
役
割
分
担

を
せ
ず
、
み
ん
な
で
同
じ
課

題
に
向
き
合
う
こ
と
で
ア
イ

デ
ア
の
共
有
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
っ
た
。
少
人
数
な
ら
で
は

の
強
み
を
生
か
し
て
活
動
で

き
た
」
と
報
告
し
た
。

問
題
解
決
型
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

20
チ
ー
ム
が
活
動
成
果
発
表

就業体験の成果を発表する学生

各チームがさまざまな活動を行った。写真は和

菓子「森八東京店」チームが実施した和菓子づ

くりワークショップ＝2024年11月９日

制作したグッズを手に発表を行う「東京リスマチック」チーム

　
文
学
部
日
本
文
学
文
化
学

科
の
川
上
隆
志
ゼ
ミ
が
年
１

回
発
行
し
て
い
る
雑
誌
『
Ｓ

Ｈ
Ｏ
Ｗ
』
第
19
号
が
完
成
し

た
。

　「
ト
キ
メ
ク
選
択
を
」
を

テ
ー
マ
に
「
大
人
っ
て
な
ん

だ
ろ
う
」な
ど
三
つ
を
特
集
。

19
号
に
ち
な
ん
で
、「
大
人
に

な
り
き
れ
な
い
19
歳
」
の
悩

み
や
不
安
定
感
を
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
見
つ
め
た
。
編

集
長
を
務
め
た
湊
真
奈
美
さ

ん
（
３
年
次
）
は
、「『
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｗ
』
を
読
ん
だ
方
々
が
、

世
の
中
の
し
が
ら
み
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
な
く
自
分
ら
し

い
選
択
を
し
、
自
ら
行
動
で

き
る
よ
う
背
中
を
押
せ
る
よ

う
な
記
事
に
し
た
い
と
思
い

制
作
し
た
」
と
話
す
。

　
同
誌
は
元
編
集
者
で
あ
る

川
上
教
授
の
指
導
の
も
と
、

企
画
か
ら
制
作
ま
で
、
全
て

の
工
程
を
ゼ
ミ
生
が
手
が
け

る
。
今
年
度
は
２
、
３
年
次

生
25
人
の
メ
ン
バ
ー
が
、
そ

れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
決
め
て
取

材
・
撮
影
・
原
稿
執
筆
・
編

集
作
業
を
行
い
、
企
画
20
本

以
上
、
全
１
１
２
㌻
の
総
合

雑
誌
が
誕
生
し
た
。

　
学
内
配
布
に
加
え
て
、
希

望
者
に
は
郵
送
（
送
料
の
み

負
担
）
し
て
い
る
。
申
し

込
み
は
、kawatakazemi@

gmail.com

ま
で
。

完成した『ＳＨＯＷ』19号を手にする川上ゼミ生

経済学部「学外特別研修」

研修先での経験を報告

文・川上ゼミ 『SHOW』19号発行『SHOW』19号発行

６月 ７－12月 ２月 ４月
業
界
研
究
、自
己
分
析
な
ど

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

Ｓ
Ｐ
Ｉ
の
勉
強

早
期
選
考
、１
社
目
内
々
定

内
々
定
（
就
活
終
了
）

３年次３年次 ４年次４年次//
８月 10－12月 ７－８月 11月 １月 ３月 ６月
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加

自
己
分
析
・
業
界
研
究

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加

Ｓ
Ｐ
Ｉ
の
勉
強

帰
国
、
選
考

１
社
目
内
々
定

内
々
定
（
就
活
終
了
）

３年次３年次 ４年次４年次（留学中）（留学中） （帰国後）（帰国後）//


